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概要

　災害時には被災自治体の行政・社会福祉協議会は、通常業務に加えて災害対応に追われ、外部支援の受入対応
にも苦慮している。東日本大震災以降、全国各地から NPO/NGO、ボランティア、専門職を派遣するシステムが
次々に生まれたが、それらの支援を受け入れる被災地自治体では混乱する状況が繰り返し発生している。
　このような支援のミスマッチが発生しているなか、本研究では即興的に効果的な福祉支援体制を築くため、「災
害ジェネラリスト」なる人材が必要ではないかと考えた。この「災害ジェネラリスト」とは、災害対応の知識・
技術・価値観を備え、被災者が有する課題に応じて支援活動をコーディネートできる人材であると仮定してい
る。
　「災害ジェネラリスト」のコンピテンシーを探索するため、被災地で災害支援を行なってきた NPO/NGOや社
会福祉協議会に所属している人物を対象に、スノーボウル・サンプリングを採用してインタビュー調査を実施し
た。インタビューで得られたデータについて定性的コーディングを行い、コンピテンシーの概念化した。この導
出されたコンピテンシーについてアンケートを行い、被災者支援に携わる人々の関心について調査した。さら
に、被災者支援に詳しい専門家との協議により、研修用テキストの構想を練った。

背景および目的

　災害時には被災自治体の行政および社会福祉協議会は、通常業務に加えて災害対応に追われるため苛烈を極
め、外部支援の受入対応にも苦慮している。東日本大震災以降、全国各地から NPO/NGO、ボランティア、専門
職を派遣するシステムが次々に生まれたが、それらの支援を受け入れる被災地自治体では混乱する状況が繰り返
し発生している。全国で災害対応の経験が蓄積されることで、災害対応の知識・技術が共有されることが望まし
いものの、そのノウハウは災害支援を専門としている者の暗黙知になっている。被災地の現場では、同じく災害
支援をする者同士が顔を合わせる機会は多く、互いが持つ専門性を超えたネットワークは築かれているものの、
基盤となる災害支援の価値観については言語化できていない状況にある。それが所以して近年の災害現場でも
また少なからず衝突や混乱が起こっているのである。
　このような支援のミスマッチが発生しているなかで、本研究では即興的に効果的な福祉支援体制を築くため、
「災害ジェネラリスト」なる人材が必要ではないかと考えた。この「災害ジェネラリスト」とは、災害対応の知
識・技術・価値観を備え、被災者が有する課題に応じて支援活動を展開できる人材であると仮定している。現在
でも被災地で活躍している「災害ジェネラリスト」と思しき人材を対象にインタビュー調査を行い、彼／彼女ら
が持つコンピテンシーが何かを明らかにする。
　このコンピテンシーを明らかにすることにより、1つ目に現在災害現場で活動している人たちが持つ知識・技
術・価値観とは何かを言語化することによって、共通の基盤を明らかにすることにより、災害現場での協働にお
ける混乱を少なくしたい。2つ目に上記で明らかにしたことをもとに人材育成の研修テキストを作成し、「災害
ジェネラリスト」を育成したい。研修を経た人材が災害現場で活躍することにより、支援のミスマッチが解消さ
れ、業務過多になる被災地自治体の行政および社会福祉協議会の状況が改善されることを目的としている。

三菱財団　研究・事業報告書2025

1



これまでの成果

小規模自治体における災害対応体制および支援団体・機関との連携
　被災自治体での支援のミスマッチによる混乱や課題を明らかにするため、令和元年東日本台風で被災した宮城
県丸森町を対象に、行政、社会福祉協議会、NPOが参加したフォーカス・グループ・インタビューを実施した。
その結果、行政内では地域資源およびネットワークに精通する中堅職員に業務が集中していたことが明らかとな
り、外部支援を受け入れる災害ボランティアセンターなどでは社会福祉協議会や NPOが活躍していたことが分
かった。地域で外部支援を効果的に受け入れるためには、資源をつなぐために地域とのネットワークを持ってい
る人材が必要不可欠であると結論づけた。地域の情報をよく知り、人的ネットワークがあることが支援を受け入
れる自治体の「ジェネラリスト」に必要な要素であることが示唆された。
復興期の災害ソーシャルワークの役割・機能
　東日本大震災以降には、災害ソーシャルワークの理論化および体系化が進められたが、その対象は主に発災直
後の避難所期までのフェーズを中心とした研究蓄積が多かった。被災者の生活再建には中長期的な関わりが必
要となるため、復興期の災害ソーシャルワークの役割・機能を検討することにした（菊池 2022）。復興期の災害
ソーシャルワークでは、被災者が時間の経過とともに要援護者になる可能性があることにも注意し、被災者の抱
える生活再建のニーズに中長期的に寄り添う役割がある。さらに、平常時のソーシャルワーク技法を活かしなが
ら災害支援に関する知識・技術を身につけて解決に導く機能がある（菊池 2022）。災害支援に関する知識・技術
として、公的支援制度などを活用した住まいの問題の解決などが含まれ、さらに度重なるリロケーションがあっ
た地域においては災害公営住宅団地などでコミュニティを一から形成する援助を行う場合がある。このように、
通常時のソーシャルワークでは対応できない被災者の課題解決について必要な知識・技術が存在するため、それ
らが何であるかを明らかにすることが求められる。
災害ジェネラリストのフレームワーク
　「災害ジェネラリスト」のフレームワークを構築するため、ソーシャルワークにおけるジェネラリスト・アプ
ローチに着目した。「ジェネラリストは、クライエントを社会環境との関わりの中で捉え、彼らが置かれた状況
というコンテクストとあわせて問題を考え、個人的・環境的構造の両面において解決策を追求する。」（DuBois &
Miley 2013=2017:260）ジェネラリスト・アプローチを災害時に置き換えれば、災害発生から時間経過とともに被
災者がどのような環境に置かれるのかを体系化し、とくに環境的構造の中でどのような問題が発生しやすいかを
予め想定しておくことができるようになることだろう。災害時の状況を踏まえて、ミクロ−メゾ−マクロの俯瞰的
な視点から被災者支援を展開できる人材が「災害ジェネラリスト」となるだろうと想定することができた。
災害時のジェネラリスト・ソーシャルワーク
　災害時のジェネラリスト・ソーシャルワークについて考察を深めるため、佐賀県武雄市の事例について調査し
た。武雄市は、「令和元年 8月 27日からの大雨」（以下、令和元年の大雨）と「令和 3年 8月 11日からの大雨」
（以下、令和 3年の大雨）によって、短い期間のうちに二度の被災を受けた地域である。そこで活躍しているの
が、民間団体である一般社団法人おもやい（以下、おもやい）である。
　おもやいは、令和元年の大雨の発生後に設立された佐賀県武雄市の団体であり、民間のボランティアセンター
を設立・運営していた。武雄市社会福祉協議会に設置された災害ボランティアセンターで受け止めきれなかった
ニーズや専門的技術を有するボランティアの受け入れを行っていた。近年の水害被災地では、被害を受けた住宅
を修繕するのに、床下の泥出しや乾燥などの対応が必要であるという認識が広まっている。これらは一般のボラ
ンティアでは対応しきれない場合が多く、専門的な技術を持つボランティアが必要とされている。そこで、おも
やいのボランティアセンターはそのような住宅の再建に関する専門的なニーズにも対応していたのである。
　令和元年の大雨では、日本各地から災害支援を専門とする NPO/NGOがおもやいのボランティアセンターに駆
けつけた。それらの団体はおもやいに災害支援のノウハウを伝授しつつ、水害で被害を受けた住宅に入ってボラ
ンティア活動を展開していた。さらに、令和 3年の大雨の際には、佐賀県内外から看護師のボランティアチーム
を受け入れ、健康状態や心理的状態が心配される被災者宅に訪問活動を行った。これらの一連のボランティア活
動がフェーブフリーの支援につながっており、現在おもやいは災害ボランティアの過程で発見された生活困窮世
帯の支援や、防災の活動など平常時の活動へと展開している。
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　近年の被災地では在宅被災者が問題になっており、支援が届きにくいという課題がある。被災者の中には自ら
の力で助けを求めることが困難である人もおり、いかにアウトリーチするかが全国各地の被災地で課題になって
いるのである。おもやいはそのような潜在的にニーズを持つ人たちにいかにつながれるかということを意識し、
他にも物資配布や炊き出しなど支援活動は多岐に渡る。つまり、おもやいが特徴的な点は、被災者のニーズに寄
り添うために、様々な支援の引き出しを用意していることにある。
　このおもやいの事例から示唆されるのは、災害時のジェネラリスト・ソーシャルワークでは従来のソーシャル
ワークの枠組をも超えた役割・機能を持つべきであるということである。水害で被災を受けた地域の人々のもっ
ぱらの課題は住宅の再建であり、このようなニーズに寄り添うことで被災者との信頼関係も築きやすくなる。支
援の入り口として住宅の再建に関する活動を行い、ボランティアが被災者と接するうちにその人が抱えるその他
のニーズが発見された場合がある。おもやいは、このような人々のニーズを見逃さずに、次の段階の生活再建な
いし生活支援に向けた取り組みへとフェーズフリーの伴走型支援を展開しているのである。
　したがって、災害時のジェネラリスト・ソーシャルワークでは、被災者のニーズに手が届くように様々な支援
のメニューを持つことが重要である。水害によって被災を受けた人々が抱えるニーズの多くは住宅の再建であ
るが、そもそもソーシャルワークではそのような知識・技術は有していない。災害時には平常時には連携する機
会の少ない建築関係の専門職などともつながり、支援者が最低限の知識・技術を有して被災者のニーズを汲み取
る必要がある。住宅の再建に関係する活動から被災者に介入し、アセスメントとモニタリング繰り返すことが災
害時のジェンラリスト・ソーシャルワークには求められる。介入の中で新たに見つかったニーズがあれば、平常
時の支援までをも視野に入れて対応するという、幅の広い支援の展開が求められているのである。
災害ジェネラリストの対人支援コンピテンシーの探索と調査
　災害対応人材のコンピテンシーを明らかにするため、先行研究の整理を行った。看護職など医療関係者の分野
では災害対応のコンピテンシーを明らかにする研究が進められている（Gallardo et al. 2015）ものの、ソーシャル
ワークを対象にした研究蓄積は僅少である。コンピテンシーを明らかにするための手法として、先行研究の分析
（Gallardo et al. 2015）やインタビュー調査及びアンケートの自由記述に基づく調査（Wart & Kapucu 2011）、デル
ファイ法や因子分析を用いた調査（Wisittigars & Siengthai 2019)があることを確認し、これらを参考にした調査フ
レームワークを設計することにした。
　本研究では、現時点では「災害ジェネラリスト」のコンピテンシーについて明らかにするため、災害ジェネラ
リストの資質を備えている人物に対し、インタビュー調査を実施した。対象者はこれまでに被災地で災害支援を
行なってきた NPO/NGOや社会福祉協議会に所属している人物であり、スノーボウル・サンプリングを採用して
対象者に調査を依頼した。インタビューでは、外部者および被災地域における支援者が備えるべき知識・技術・
価値観について、インタビューガイドに沿って聞き取りを行った。インタビューはオンライン面接ツール
（Zoom）を用いて、録画・録音、データを文字起こし業者に発注し、逐語録を作成した。この逐語録をもとに、
佐藤（2008）を参考に、定性的コーディングを行なった。2022年 7月から調査を開始し、2023年 7月まで 23名
にインタビュー調査をすることができた。
　インタビュー結果を分析したところ、表 1から表 3のように被災者支援に求められる価値・知識・技術は 6つ
のコアカテゴリ、35のサブカテゴリ、180のコードが生成された。また表 4のように地域の支援者に求められる
価値・知識・技術は、3つのカテゴリ、14のコードが生成された。
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表 1．被災者支援に求められる価値・知識・技術
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表 2．被災者支援に求められる価値・知識・技術（続）
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表 3．被災者支援に求められる価値・知識・技術（続々）
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表 4．地域の支援者に求められる価値・知識・技術

　災害時に必要な産業保健専門職のコンピテンシーを研究した吉川他(2021)、Yokogawa et al.(2021)を参考に、定
性的コーディングで得られた結果をもとにして作成したアンケート調査から定量的な分析を行なった。上記の
研究により導出された 180のコードについて、被災者支援に携わる人たちを対象にアンケートを行った。0-10ま
での 11段階評価によるリッカード尺度により、それぞれの被災者支援に関わるそれぞれの人の属性によってど
のコンピテンシーを重視しているかを明らかにすることを目的とした。当初は、200のサンプル数を集める予定
であったが、ウェブ調査において不正回答者が現れた結果、それを除外したところ 73のサンプルしか集めるこ
とができなかった。このデータについて、分析の途中である。
実践的な災害ソーシャルワークテキスト作成に向けた専門家による助言
　本研究助成を得た知見を活かしながら、日本福祉大学社会福祉学部で開講している「災害ソーシャルワーク」
の講義を展開した。この講義を録画した内容について、一般社団法人Wellbe Designの篠原辰二氏にすべての回
を視聴していただき、テキスト作成に向けた助言を得た。
　この助言を得て、テキスト作成に向けた基本コンセプトが固まった。具体的には、被災者支援の最前線の動き
を捉え、災害関連法制の意図を汲み取りながら、実践的な災害ソーシャルワークの役割と機能を体系的に学ぶ内
容とすることにした。その主な構成内容は以下のようにまとめることを想定している。
① 人と環境の相互作用に着目したソーシャルワークの役割
災害時に被災者が置かれる環境に着目し、人と環境の相互作用にはたらきかける災害ソーシャルワークの役割・
機能を学ぶ。とりわけ、災害時において守られるべき人権とは何かという問いを軸に据え、支援の根拠と方向性
を探る。
② マクロ的視点に立つ多職種・多機関連携
ソーシャルワーク（福祉）は、保健・医療専門職などと連携して災害関連死を防ぐとともに、復興期にはあらゆ
る機関と連携しながら被災者の生活再建に伴走する役割を担う。本科目では、多職種・多機関を巻き込んだマク
ロ的視点に立つソーシャルワークの展開を学ぶ。
③ 災害関連法制とソーシャルワーク援助技術の接続
近年の災害関連法制が持つコンセプトへの理解を深め、ソーシャルワークの援助技術と結びつけながら、制度・
政策を実践に活かす力を養う。
④ 平常時の地域づくりと災害に強いコミュニティの形成
災害対策は、平常時の地域づくりと不可分であるという視点を持ち、日常的なコミュニティ形成の営みが災害へ
の備えにもつながることを意識しながら、レジリエントな地域社会を築く方法や復興期の資源開発について学
ぶ。
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（完）

今後の展望および課題

　本調査において定性的・定量的なアプローチの両方の調査を進めることができたことは成果であると考えてい
る。一方で、アンケート調査について今後は報告書を作成し、学術的な分析を進めていきたい。これらの知見を
踏まえてテキストとしてまとめ、最終的には商業出版を目指したい。
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